
メディカルウイングと救急車を用いた
新生児、乳児搬送における振動、
バイタルサインの比較検討

中村　 秀勝、高室　基樹
北海道立子ども総合医療・療育センター

早産・低出生体重児の幼児期・学童期の
四肢骨格筋量指数に関連する
臨床因子の検討

長野　 伸彦、岡橋　　彩、森岡　一朗
日本大学医学部小児科学系　小児科学分野

【緒言】
当院では北海道航空医療ネットワーク研究会の協力を得
て令和元年5月13日より継続した医学管理が必要かつ代
替搬送が難しい小児患者に対し、道内各基幹施設への
航空機メディカルウイングを用いたバックトランスファー
の研究運航事業により患者搬送を行ってきた、さらに令
和5年8月より北海道小児患者バックトランスファー固定
翼運行事業として患者搬送を継続している．
【目的】
救急車および航空機搬送中，新生児，乳児が受ける振動
とバイタルサインへの影響についての検討は現在まで少
ない．救急車および航空搬送で児が受ける振動およびバ
イタルサインの比較検討をおこなった．
【方法】
10チャンネル小型無線モーションレコーダMVP-RF10 
(MicroStone社製)を児の前胸部に装着し，救急車，航空
機内での搬送中に児にかかる振動をモニタリングした．
症例は当院に搬送され，治療後にメディカルウイングによ
り地元病院へ搬送を行った6例(2020年6月-2022年6月)．
実効値(ある一定期間の波形レベルの2乗を平均して平方
根を求めた値(m/s2))，経皮的動脈血酸素飽和度(％，以
下SpO2)，心拍数(HR/min)を測定．A群を当院より出発
空港の救急車内，B群をメディカルウイング機内，C群を
到着空港より搬送先病院の救急車内として計測した．
Friedman's testを行った．p＜0.05を有意差ありとした．
【結果】
A群の実効値1 . 0 9m/s 2 ( 0 . 8 4 -1 . 31 )，B群の実効値
1 . 1 1m /s 2 ( 0 . 7 3 - 1 . 3 8 ) 、C群の実効値1 . 1 1m /s 2 
(0.86 -1.33)、実効値3群間のP=０.27 ．A群のSpO2 97% 
(91-100)、B群のSpO2 98%(92-100)、C群のSpO2　98% 
(95.5 -100)．SpO2 3群間のP =0.27. A群の心拍数127 
(120 -147 )、B群の心拍数118(112 -153)，C群の心拍数
117(104-154)、心拍数3群間のP＝0.25であった．各計測
データに統計学的に有意差は認められなかった．
【結論】
メディカルウイングによる搬送と救急車による搬送では児
が受ける振動、バイタルサインに有意差がみとめられな
かったことから、特に広大な北海道では短時間の搬送が
可能となるメディカルウイングが有効であると考えられた．
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【背景】
早産・低出生体重児は成人期になっても筋肉量が少ない
傾向にあり、基礎代謝が低下するため、2型糖尿病を発
症するリスクが高い。これはエネルギーの過剰状態で生
じる肥満に伴う2型糖尿病とは本質的にその臨床像が異
なっている。近年、小児でも医療用体組成計で侵襲が少
なく筋肉量の評価を行うことが可能となった。
【目的】
早産・低出生体重児の幼児期から学童期の四肢骨格筋
量指数（Skeletal muscle mass index：SMI）とそれに
関連する臨床因子を明らかにする。
【対象と方法】
当院で外来フォローを行っている早産・低出生体重児の
うち医療用体組成計による体組成分析を測定した児を
対象とした。医療用体組成計は、放射線被曝なく数分で
検査が可能であるInBody S10（生体電気インピーダンス
法）を使用した。性別や在胎週数、出生体重standard 
deviation score（SDS）、出生身長SDS、体組成計測時
の年齢、身長SDS、肥満度、BMISDS、体組成分析によ
る体脂肪量、タンパク質量、骨ミネラル量、体細胞量、基
礎代謝量およびPhase AngleとSMIとの関連について検
討した。
【結果】
対象62人（女児33人、男児29人）の在胎週数と出生体重
の中央値（最小－最大）はそれぞれ28週（23－35）、
962g（348－2 ,422）であった。計測時年齢は7歳（4～
12）、計測時の肥満度は-7.4%(-30.0－23.7)、BMIは14.4 
（10.8－20.1）、BMISDSは-0.90(- 4 .86－1.75)で、小児
肥満の定義を満たした児は１人（2％）であった。
SMI(kg/m2)は3.8 (2 .0 -5.9)で、既報の小児の報告（5.0
～6.0kg/m2）と比較して低値であった。SMIは、体組成
計測時の肥満度、BMISDS、タンパク質量、体細胞量、
基礎代謝量、Phase Angleと単変量解析で有意な正の相
関関係を認め、多変量解析でそれぞれが独立したSMIに
関連する臨床因子であった。
【結論】
早産・低出生体重児は、幼児期・学童期にSMIが一般小
児と比較して低値であり、肥満度およびBMISDSが低値
であることと関連していた。幼児期や学童期に肥満度や
BMISDSが顕著に低値である早産・低出生体重児は、
筋肉量の評価が必要である。
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【目的】
子どもの意思決定への参加の促進には，日常生活での保
護者による子どもの意思の尊重が影響すると考えられる。
そのため本研究では，過保護や過干渉の養育態度に着目
し，母親の養育態度に対する母親と子どもの認識に相違
があるかを明らかにする。
【方法】
児童館8館の協力のもと，小学2年生から中学2年生の子
どもとその母親を対象とする質問紙調査を実施した。7つ
の生活場面の例を提示し，母親から子どもへの養育態度
が｢子ども扱いであるか｣について，子どもと母親それぞれ
に視覚的評価スケール(VAS)で評価してもらい，回答を集
計し統計的に解析を行った。実施にあたり，所属施設の倫
理委員会の承認を得た。
【結果】
質問紙を191組配布し，母親83名，子ども84名の回答を得た。
親子ペアの回答が84組，母親のみが8名だった。養育態度に
対する子どもと母親の認識には7場面中5場面で有意差があ
り，同じ場面を母親の方がより子ども扱いであると感じてい
た。性別で比較すると，子どもの回答では，”普段できている
ことを褒められること”に対して，男児の方が強く子ども扱い
であると感じており，母親の回答では，”子どもが自分ででき
ることを一人でさせないこと”に対して，女児を養育している
母親の方が強く子ども扱いと感じていた。また，子どもと母
親の関係性についての設問で，｢とても仲が良い｣を選択した
子どもと｢仲が良い｣と選択した子どもの2群で比較したとこ
ろ，｢とても仲が良い｣を選んだ子どもは，｢仲が良い｣を選ん
だ子どもに比べ”話を聞いてもらえずに叱られること”に対
して子ども扱いと感じており，”普段できていることを褒めら
れること”に対して妥当な対応であると感じていた。
【考察】
母親と子どものかかわりについて，母親は妥当だと考えてい
るが，子どもは自分を子ども扱いしないでほしいと感じてい
るという仮説のもと調査を行ったが，結果から，母親は子ど
もへの対応に関して，子どもがより自分でやる事が望ましい
ととらえ，子どもは比較的自立していないことが示唆された。
【結論】
今回の調査により，養育態度に対する子どもと母親の認識
には差があり，母親の方がより母親の養育態度を子ども扱
いであると感じていることが明らかになった。子ども自身
による意思決定の促進のために，子どもが自立して考える
ことを身に着けられるような支援が必要である可能性が
示唆された。
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【背景】
胎児の骨形成は母体から供給されるカルシウム(Ca)とリ
ン(P)によって進み、その約8割が妊娠第3三半期の28週
以降に生じる。そのため28週未満の超早産児は早産児骨
減少症(MBD)の高リスクであるが、34週以降の後期早
産(LP)児のリスクについてはほとんど検討がなされてい
ない。また、生後のビタミンD(VD)欠乏もMBD発症に関
わるが、高緯度・寒冷な当地域はVD欠乏の頻度が高い。
【目的】
VD欠乏の多い当地域における、LP児のMBD発症リス
クを明らかにすること。
【方法】
2019年9月から2023年12月までの間、当院NICUに入院
した在胎34̃35週の早産児のうち、染色体異常、長期経
静脈栄養、臍帯血25-hydoroxyvitamin D(25OHD)未
測定の児を除き、生後2̃4週の間に血清アルカリフォスフ
ァターゼ(ALP)、Ca、P、副甲状腺ホルモン(iPTH)、尿中
Ca/クレアチニン比(uCa/Cr)、尿細管P再吸収率(%TRP)
を同時測定したものを対象とした。iPTH≥66pg/mlを
Ca不足群、P≤6mg/dlかつ%TRP≥99%をP不足群とし、
いずれも満たさない正常群と比較検討した。なお
25OHD測定下限4.0 ng/ml未満は4.0 ng/mlとみなした。
【結果】
対象の66例全例が臍帯血25OHD<20ng/mlのVD欠乏
状態で、57例(86.4%)が生後VDサプリメントを摂取して
いた。Ca不足群は10例(15.2%)、P不足群は21例(31.8%)
で、これらのうち1例はCaとPいずれも不足していた。正
常群と比べ、Ca不足群は有意に出生体重が小さく、臍帯
血25OHDが低く、生後1週間以内のCa最高値が低かっ
た。また、P不足群は有意に母乳中心の栄養が多く、生
後1週間以内のP最低値および最高値が低かった。Ca、
P不足群はいずれも正常群に比べ有意にALP値が高く、
10例(33 .3%)はMBDの存在を示唆するALP>500IU/l
を示していた。
【考察と結語】
VD欠乏の多い当地域では、ある程度骨形成が進んだ状
態で出生するLP児であっても約半数が生後2～4週でCa
またはP不足となり、MBDのリスクを有していた。VD欠
乏の程度や栄養法に応じてCa、P、VDを適切に投与しな
がら定期的な評価を行い、MBD発症予防に努める必要
がある。
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